
平 和 を 祈 念 す る 日 事 業 

会場：滋賀県平和祈念館 （東近江市下中野町４３１番地）  

             お問い合わせは、滋賀県平和祈念館までご連絡ください。 

   電話：0749-46-0300  ファックス：0749-46-0350 

   メール：heiwa@pref.shiga.lg.jp 

（昨年度の様子） 

 戦後７０年を迎えて 

８月１５日（土）   ＜２０時まで開館しています＞ 

10:30～11:50  戦争体験を聞く会  

              西澤美津子さん（昭和５年生まれ）            

                                        「戦時中の女学生のくらし」  

12:00～             戦後７０年を祈念する平和セレモニー  

               ・黙祷   ・館長の平和メッセージ 

13:30～15:00  平和朗読会 （しろうさぎのかぜ朗読教室） 

               １部 朗読「知覧の遺書」  

               ２部 詩：戦争手記  

               ３部 朗読「どんぐりと山猫」              

15:30～16:30  公開授業「平和学習講座」（当館職員） 

16:40～17:20  人形劇・紙芝居（当館ボランティア） 

17:30～18:15  「戦時食」体験 （当館ボランティア） 限定50食                    

            缶バッチづくり 

18:30～                子どもたちがつくった「あんどん」をともします 

18:25～20:00     映画「さよなら、アルマ 赤紙をもらった犬」 
                                                                          激動の時代に翻弄された軍犬と訓練師の固い絆を描いた 
                                                                           水野宗徳原作の感動ドラマ。 

 

                        

８月１３日（木）  
10:30～12:00 戦争体験を聞く会       
                         小齊伊佐雄さん （昭和５年生まれ）  
                      「１４歳で死を覚悟した終戦の日の夜」 
12:00～13:00   缶バッチづくり 
13:00～14:00  戦争体験を聞く会 
                          北岡吉朗さん（大正１５年生まれ） 

                           「昭和の戦争と反省した平和日本」             

激動の時代に翻弄された軍犬と訓練師の固い絆を描いた
水野宗徳原作の感動ドラマ。 
昭和17年、動物好きの学生・太一は、あることがきっかけ

でアルマという名のシェパードを預り、軍犬として育て上げ
るが…。 出演  勝地涼、仲里依紗、他 

各会の時間は前後する場合があります 

戦後７０年を迎え、節目となる今年、メディアなどでも先の１５年にわたる戦争につ
いて今まで以上に注目を受けています。滋賀県平和祈念館に来館して、戦時のこ
とを学んでいただき、平和へのねがいを語りつぐことの大切さを感じてください。 

８月１４日（金）  
10:30～12:00   戦争体験を聞く会   
                              森田景二さん（昭和２年生まれ）   
               「大戦中の不思議な出会い、めぐりあわせ」 
12:00～13:00  缶バッチづくり 
14:00～16:00  映画「硫黄島決戦 壮絶なる死闘そして玉砕」                         
            映画「沖縄 最後の死闘 苛烈の極み、 
                                                                          本土唯一の地上戦」                                  



映画上映会（８月１４日、１５日） 
 
 
８月１４日（金）  １４：００～１４：４０ 
            「硫黄島決戦 壮絶なる死闘そして玉砕」 
           １４：５０～１５：３０ 
            「沖縄 最後の死闘 苛烈の極み、 本土唯一の地上戦」 
８月１５日（土）  １８：２５～２０：００ 
            「さよなら、アルマ 赤紙をもらった犬」 
                                                   昭和17年、動物好きの学生・太一は、あることがきっかけで アルマという名のシェ   
                                                  パードを預り、軍犬として育て上げるが…。      出演  勝地涼、仲里依紗、他 
 

        

○小齊伊佐雄さん（昭和５年生まれ ８５歳 野洲市在住） 

   「１４歳で死を覚悟した終戦の日の夜」  
   小齊さんには、満洲の軍需工場での生活や中学生の特攻作戦についてのお話をしていただきます。また当時小学校教員されていた       
      お仲間の中尾良一さんにも、戦中、戦後の日本の教育についてお話していただきます。 

○北岡吉朗さん（大正１５年生まれ ８９歳  東近江市在住）  
   「昭和の戦争と反省した平和日本」          
   北岡さんには、戦時中、地元で経験されたことや出征まもなく終戦を迎え、帰還された方々から当時お聞きになったことがらや戦後の 
      様子についてお話しいただきます。 

○森田景二さん（昭和２年生まれ ８８歳  日野町在住） 
    「大戦中の不思議な出会い、めぐりあわせ」 
   森田さんには、当時の予科練での訓練の様子とともに終戦をむかえるまでにされた不思議な出会い、めぐりあわせについてお話して 
      いただきます。 

○西澤美津子さん（昭和５年生まれ ８５歳 東近江市在住） 
   「戦時中の女学生のくらし」 
    西澤さんには、愛知高等女学校での生活や学徒動員により配属された軍需工場での寄宿舎生活、その時に受けた空襲についてお 
      話していただきます。 

朗読『知覧の遺書』  ～しろうさぎのかぜ朗読教室～ 

この円の好きな絵を描いて、８月１３日、１４日の
１３時～、１５日の１７時３０分～にカウンターま
で持ってきてください。缶バッジをつくります。 

おうみのしろうさぎ さん 
  （しろうさぎのかぜ朗読教室 講師） 

 2006年より、ＯＬのかたわら朗読家を志す。朗読を文字祐子氏（元テレビ愛媛アナ

ウンサー）に師事。2011年6月にしろうさぎのかぜ朗読教室を設立。朗読教室や朗読

会“風のメロディ～♪を企画し、滋賀・京都に朗読を広めている。 

 2012年9月一般社団法人日本朗読協会（代表：原田里美）設立に参画し理事に就任。 

作品：朗読ＣＤ『しろうさぎのかぜ』 

    宮澤賢治作品   

    １「注文の多い料理店」序 ２「どんぐりと山猫」 ３「手紙一」  収録                       

戦争体験を聞く会  （開催日時順） 


